
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長年手つかずの状態が続き、老朽化が目立ってきた和田

学園台内の私道を「整備してほしい」という住民の粘り強

い要望活動が実り、平成 28年度から整備予算が付き、昨

年は、４６メートルの道路や側溝が整備されました。 

しかし、和田学園台の私道は、全長３７０メートルある

ため 1年では整備が終わりません。そのため、たてやま市

議は、2年目以降も連続して整備を継続するよう求めてき

ました。 

去る3月21日の第1回定例市議会で成立した平成29

年度予算の中で、和田学園台の私道整備の予算が 2年目も

計上されていることが確認されました。2 年目は、30 メ

ートルの整備予算とのことです。一刻も早く、全ての私道

の整備が完了できるように、たてやま市議は、引き続き、

市当局に要請していきます。 

 日本共産党 

たてやま清隆市議会議員 
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２８年度の予算で、４６メートル 

道路や側溝が整備されました。 

２９年度は、この地点から３０メー

トルの道路と側溝が整備されます。 


